










する細胞増殖抑制作用および MMP 阻害活性を有する分子を探索した。その結果、TX-2137 およ


































得、次いで TX-2123 を酸化して TX-2137を得
た 。 ま た 、 1-(4-Piperidyl)-2- 
benzimidazolinone を出発原料として 3 工程
で化合物 1を得、次いで化合物 1を酸化して


















なり、TX-2137 および化合物 2 は MT1-MMP に
よる MMP-2の活性化は阻害しなかったが、化
合物 2では MMP-9産生の抑制効果が認められ
た。Akt のタンパク発現量の低下と MMP-9 産
生の抑制効果の関連性については今後さら
に検討する必要がある。TX-2137 および化合
物 2 は B16-F10、HT-1080、MKN-45 細胞の増
殖を抑制し、各細胞に対する IC50 値はいず
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